
SOMPOホールディングスグループのCSRへの
取組みに対する第三者意見

高く評価すべき点
● グループを挙げたCSR推進（P.28）について、グループ経営基
本方針に「本業の強みを活かしつつ、ステークホルダーとの積

極的な対話を通じて、企業としての社会的責任を果たす」旨を

明記するとともに、グループCSRビジョン、5つの重点課題と

3つの重点アプローチを定め（P.24）、KPIを設定してマネジメ

ントの実践に落とし込んでいること（P.25）。国内外の主要な

連結子会社および事業会社27社に対し環境・社会・ガバナンス

への取組みを確認するアンケートを2011年度から実施し、各

社にCSR推進パーソンが任命されていること。現場での実践

が「取組み事例集」として紹介されていること。今後も特に海

外の事例やデータがさらに詳しく紹介されることを期待します。

● 安心・安全・健康に資する商品・サービスの提供（P.33-44）に
ついて、天候インデックス保険が各国に相次いで展開されて

いること、通信機能付きドライブレコーダーにより走行デー

タの収集・分析に基づいた運転者への指導などによる事故防

止支援サービス「スマイリングロード」導入先で既に事故件数

が2割減少していること、避難所開設や職員の超過勤務手当な

どの費用を補償する「防災・減災サービス」、地震保険を補う「地

震危険等上乗せ特約」、要介護2以上で一時金を支払う「介護サ

ポートプラン」など先駆的な商品を相次いで開発していること。

SOMPOリスケアマネジメントにおいても、各種事故・疾病の

予防サービスが開発・提供されていること。今後は、他国にも

積極的に商品やノウハウを提供するとともに、家族の在り方

の多様性に配慮した運用に期待します。

● 国連環境計画・金融イニシアティブ（UNEP FI）をはじめとする、
国内外の主要なイニシアティブ（P.31-32）について、重要な

役割を果たしていること。今後も、日本を代表する企業として

積極的に役割を果たされることを、強く期待します。

● 社員の主体的な社会貢献活動への参加（P.45-48）について、
「SOMPOホールディングス ボランティアデー」に毎年社員約

1万人が参加し、「SOMPOちきゅう倶楽部」など地域単位での

ボランティア活動も継続的に実践されていること。今後も、各

地の中長期的な課題に、主体的・継続的に参加されることを期

待します。

取組みの進捗を評価しつつ、さらなる努力を求めたい点
● 業務品質と顧客満足の向上（取組み事例集P.21-22）について、
「お客さまの声白書」を継続して発行し、問い合わせ内容や対

応を紹介していることを評価しつつ、今後は、蓄積されたノウ

ハウや記録をもとに、最適な対応、サービスや提案を最短の時

間で提供できるよう、取組みが進むことを引き続き期待します。

● 紙使用量の統合的管理（取組み事例集P.65）について、前年比
で大幅に減少し、印刷物の長期停滞在庫の廃止依頼なども進

められていることを評価しつつ、今後も、持続可能な調達など

ライフサイクル全般の社会責任への取組み向上を求めます。

● 人的多様性を生かした組織づくり（P.49-52）について、多様
な専門人材育成の基盤づくりが始まったことを評価しつつ、

今後はグループの人的ポートフォリオの長期目標を示し、未

来の市場環境に備える仮説を検証する研修など、グローバル

に活躍する次世代の上級管理職層の育成体制のさらなる整備

や、障がい者などの少数者が相互に意見交換できるコミュニ

ティの形成が促されることに、引き続き強く期待します。

● 働き続けやすい職場づくり（P.49-52）について、育児・介護・
看護のための休職・短時間勤務や在宅勤務制度を利用する従

業員の比率が12.6%に達し、「仕事と介護の両立支援セミナー」

や「メノポーズ（更年期）と向き合うセミナー」に各200人近く

が参加していること、また、福利厚生制度の適用対象に同性

パートナーも含めていることを評価しつつ、今後は、勤続年数

の男女差が合理的な水準まで縮小するよう、若い女性の体調

管理を支援することを期待します。

● 中長期的な環境負荷の削減（P.54）について、今後は、2030年
までに温室効果ガス排出量（2013年比）40%削減目標を早期

に達成するために、再生可能エネルギーの自社導入や他社で

の導入支援をさらに積極的に進められることを期待します。

＊ 本ご意見は冊子用要約版となります。より詳細な内容は（http://www.
sompo-hd.com/csr/communications/thirdparty）をご参照ください。

IIHOE[人と組織と地球のための国際研究所]
代表者 兼 ソシオ・マネジメント編集発行人

川北 秀人 氏
IIHOE：「地球上のすべての生命にとって、民主的で調和的な発展のために」を目的に1994年に設
立されたNPO。主な活動は市民団体・社会事業家のマネジメント支援だが、大手企業のCSR支援も
多く手がける。http://blog.canpan.info/iihoe/（日本語のみ）

当意見は、SOMPOホールディングスのホームページ上のCSR関連ページの記載内容、および同社の人事、CSR、
損保ジャパン日本興亜のリテール商品業務・企業商品業務、総務、人事、SOMPOリスケアマネジメントの実務責
任者および担当者へのヒアリングに基づいて執筆しています。同社グループのCSRへの取組みは、統合的な
PDCA（マネジメント・サイクル）の推進体制の確立に向けて進んでいると言えます。
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当グループのGHG排出量削減の中長期目標
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・非化石エネルギー転換
・ビジネスモデルの転換
・科学技術の革新

2015年度
（実績）

-40.7％-40.7％

2020年度
（目標）

2014年度
（実績）

-36.1％-36.1％
・設備などの高効率化
・生産性向上
・ペーパーレスの進展

-70.0％-70.0％-40.0％-40.0％

当社は、2015年度の温室効果ガス（以下、GHG）の排出量について、当社の主要な連結子会社および事業
会社を対象に、ガソリンなどの使用による直接排出（スコープ1）、電力などのエネルギー起源の間接排出
（スコープ2）、輸送や出張など、バリューチェーン全体における間接排出（スコープ3）まで算定し、第三者
機関であるロイド レジスター クオリティ アシュアランス リミテッド（LRQA）による保証を受けています。

バリューチェーンを通じたGHG排出量削減の取組みバリューチェーンを通じたGHG排出量削減の取組み

当グループは、グループ全体で、2020年までに2002年度比40%削減、2050年までに70%削減のGHG排出量削減目標を

設定し、環境に配慮した調達、省エネ・省資源の取組みを展開するとともに、バリューチェーン全体の環境負荷低減に努めて

います。GHG排出量の算定対象とする活動には、ガソリンなどの使用による直接排出だけでなく、営業・出張、紙・印刷の使用、

物流、廃棄などの事業活動に伴う間接排出、

スコープ3も含めています。

2015年度は、LEDなどの高効率機器の

導入、印刷物の削減、社員の生産性向上の

取組みなどにより、GHG排出量は2002年

度比40.7％の削減となり、2020年度の目

標が達成されました。また、2015年4月か

ら国内全グループ会社※にCSRマネジメン

トシステムを拡大し、27社538拠点、約4

万人を適用範囲としたISO 14001認証を

2016年1月に取得し、グループ全体で取組

みを加速させています。
※2015年4月1日時点の傘下グループ子会社。

TOPICS

第三者機関による保証
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外部評価・主な受賞

2015年度以降の評価・主な受賞

表彰名称など 受賞・評価の内容 主催
RobecoSAM社「企業の持続可能性調査」 銅賞（SOMPOホールディングス） RobecoSAM社
CDP（気候変動） スコア98B、国内金融機関 2位（SOMPOホールディングス） CDP
第11回 東洋経済新報社
「CSR企業ランキング2016年版」 金融部門第1位（SOMPOホールディングス） 東洋経済新報社

第19回 日本経済新聞社「企業の環境経営度」調査 金融部門第1位（SOMPOホールディングス） 日本経済新聞社
第1回 日本サービス大賞 優秀賞（SPRING賞）（損保ジャパン日本興亜） サービス産業生産性協議会（SPRING）

第2回 宇宙開発利用大賞 内閣府特命担当大臣（宇宙政策）賞
（損保ジャパン日本興亜、SOMPOリスケアマネジメント） 内閣府宇宙戦略室

2016 J-Win ダイバーシティ・アワード 個人賞・経営者アワード
（SOMPOホールディングス グループCEO取締役社長 櫻田 謙悟）J-Win

持続可能な社会の形成に向けた金融行動原則
（21世紀金融行動原則） 環境大臣賞（損保ジャパン日本興亜） 環境省

女性活躍パワーアップ大賞 優秀賞（損保ジャパン日本興亜） 日本生産性本部
平成27年度 青少年の体験活動推進企業表彰 審査委員会 奨励賞（損保ジャパン日本興亜） 文部科学省
第19回 環境コミュニケーション大賞 優良賞（SOMPOホールディングス） 環境省、地球・人間環境フォーラム

2015年日経優秀製品・サービス賞 最優秀賞 日経ヴェリタス賞
（損保ジャパン日本興亜） 日本経済新聞社

平成27年度 地球温暖化防止活動環境大臣表彰
対策活動実践・普及部門 受賞
（エアeショップ21(損保ジャパン日本興亜ビジネスソリュー
ションズ)）

環境省

2015年 オリコン日本顧客満足度ランキング
海外旅行保険部門 総合第1位（損保ジャパン日本興亜） オリコン日本顧客満足度調査

HDI 格付けベンチマーク「問合せ窓口
（コールセンター）部門｣（損害保険業界） 三つ星（損保ジャパン日本興亜、そんぽ24）

HDI-JapanHDI 格付けベンチマーク「Webサポート
（公式ウェブサイト）部門」（損害保険業界）

三つ星
（損保ジャパン日本興亜、セゾン自動車火災保険、そんぽ24）

HDI 格付けベンチマーク「Webサポート
（公式ウェブサイト）部門」（生命保険業界） 三つ星（損保ジャパン日本興亜ひまわり生命）

2015年 日本自動車保険新規加入満足度調査SM／
日本自動車保険契約者満足度調査SM

＜ダイレクト系保険会社部門＞
第1位（セゾン自動車火災保険） J. D. パワー　アジア・パシフィック

平成27年度カスタマーサポート表彰制度 特別賞（人材育成賞）（そんぽ24） 企業情報化協会

Caring Company Caring Company 2015（Sompo Japan Nipponkoa Insurance 
(Hong Kong)

The Hong Kong Council of Social 
Services

SRIインデックス（社会的責任投資指数）などへの組入れ

当社は、以下のSRIインデックスの組入銘柄となっています（2016年7月1日現在）。

Dow Jones Sustainability Indices
（DJSI World, Asia Pacifi c）
企業の持続可能性を「経済」「環境」「社会」の3つ
の側面から評価し、先進的な取組みを行ってい
る企業をDJSI構成銘柄として抽出した、世界
の代表的なSRIインデックスです。
当社の発足から6年連続、損保ジャパン日本興亜からの通算で16年連続の組
入れとなり、日本企業として最長期間の連続選定となります。

FTSE4Good Index Series
FTSE4Goodインデックスシリーズは、環境・社会・ガバ
ナンスのグローバル・スタンダードを満たす企業への投
資を促進するようデザインされた株式指数シリーズです。

MSCI Global Sustainability 
Indexes・MSCI Global SRI Indexes
各業界で高いESG 評価を得られた企業から
構成されるインデックスです。

ECPI Global Developed ESG Best in class Equity Index
ECPI社（持続可能性投資を専門とした投
資運用助言会社）が選定した、ESG 評価の
高い企業で構成されるインデックスです。

モーニングスター社会的責任投資
株価指数
モーニングスター社などが開発した日本企業を対象と
した日本初のSRIインデックスです。

当グループの取組みは、国内外の各種機関から高い評価をいただいています。また、当社は、以下のSRIインデッ
クス（社会的責任投資指数）やSRIファンドの組入銘柄となっています。最近の主な受賞、評価を紹介します。
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評価を受けて

第三者意見を受けて
当グループでは、CSRに関する報告書の第三者意見の取組

みが一般的ではなかった2001年度から、継続的に川北様に

第三者意見を執筆いただいております。執筆いただく際には、

関連部門との双方向の対話を重視いただき、取組みを深くご

理解いただいたうえで、幅広い視点かつ専門的な知見から貴

重なアドバイスを頂戴しております。また、報告書だけでなく、

取組み全般に対し継続的にご意見をいただいており、当グルー

プは、頂戴したご意見をふまえて取組みの向上に努めてまい

りました。継続的なご支援に、深く感謝申し上げます。

昨年度の第三者意見でご指摘いただいたなかでは、特に、

交通事故の削減の取組みの普及促進において、今年度の導入

先ですでに事故件数が2割減少している安全運転支援サービ

ス『スマイリングロード』の取組みを評価いただきました。ま

た、その他にも社会的課題の解決に向けた先駆的な商品・サー

ビスを相次いで開発・提供していることを評価いただきました。

引き続き、金融機能やデジタル技術などを活かし、安心・安全・

健康に資する革新的な商品・サービスの提供を目指してまい

ります。

今年度、ご指摘いただいた事項としては、業務品質や顧客満

足の向上、持続可能な調達、人的多様性を活かした組織づくり、

社員の健康の維持・向上、中長期的な環境負荷削減に向けた再

生エネルギーの導入などについてご指摘をいただきました。

いずれも当グループにとって大変重要なご指摘です。昨年度

のアドバイスからすでに改善を進めている取組みもございま

すが、いただいた貴重なご意見を、「グループCSR推進本部」

を中心としたマネジメント体制のなかで、検討し、改善に向け

て取り組んでまいります。

取組みの実効性や開示情報の正確性向上に向けた取組み
第三者意見に合わせ、2012年度からは非財務情報の第三

者機関による保証を受けるなど、取組みの実効性や開示情報

の正確性をより高めることに努めてきました。温室効果ガス

（GHG）の排出量についての第三者機関の保証は、年々その対

象となるグループ会社の範囲も拡大しています。

当グループは、第三者意見を含めたさまざまなステークホル

ダーの皆さまからのご意見を真摯に受け止め、さらに、第三者

機関による保証の仕組みを活かしながら、透明性の高い情報

の積極的かつ公正な開示を目指してまいります。

サステナブルな社会の実現に向けて
現在、さまざまな社会的課題が顕在化するなか、それらの課

題を解決し、サステナブルな社会を実現するための国際合意

が活発に議論されています。特に2015年は、9月に国連サミッ

トで「持続可能な開発目標（SDGs）」が採択され、12月には国

連気候変動枠組条約第21回締約国会議（COP21）での「パリ

協定」が採択されました。それらの議論のなかでは、さまざま

なステークホルダーが協働して取り組むこと、なかでも企業

の役割の重要性が非常に高まっています。社会からの期待に

対して、企業はサステナビリティに向けた取組みを、経営戦略

に組み込んでいくことが求められています。

このような国際社会の動向をふまえ、今年度、グループの

CSR重点課題を見直しました。新たな重点課題では、当グルー

プの事業環境の変化やSDGsなどの国際的な指針もふまえて

5つの重点課題を設けるとともに、これまでに当社が培ってき

た強みを重点的なアプローチとして掲げています。引き続き、

さまざまなステークホルダーの皆さまとの対話を重ねながら、

取組みを発展させ、事業を通じてサステナブルな社会の実現

に貢献することを目指してまいります。

常務執行役員
（グループCSR推進本部長）

田村 康弘
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